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► ただし、全ての商品におけるEAN/UPCシンボルの廃止、二次元シンボルとの
完全差し替えを意図したものではない。
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概要

► 27年までに、米国小売業のPOSレジでGS1標準の二次元シンボルを利用で
きる環境を整えようという活動。

► 二次元シンボルの活用により、在庫管理の改善、リコール対応の強化、持続
可能でエシカルな資材調達、より良い製品認証、ブランドの信頼性向上が実
現できると説明している。

► GS1 USのWEBページで趣旨やスタートガイドを公開。
https://www.gs1us.org/industries-and-insights/by-topic/sunrise-2027

ポイント

米国
 QRコード
 GS1データマトリックス
 その他

# Products 

1 10 100 1k 10k+

米国における小売業
（POSレジ）対応

 オープンな環境
 クローズな環境

GS1 USのWEBページ

The EAN/UPC barcode is not going away and will continue to scan at POS 
after 2027. After 2027, brand owners will be able to choose between using 
an EAN/UPC or a 2D barcode. 

-  GS1 US Advanced Data Carrier for Point-of-Sale (POS) Getting Started Guide）
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